
【敷島カントリー倶楽部 競技特別規則】 

敷島カントリー倶楽部（以下倶楽部と呼ぶ）の競技に関する一切の事項は本規定による。 

本規則の運用に関する一切の事項は、「コンペティション及びルールス委員会」（以下委員会と呼ぶ）において決定する。 

 

1. 参加条件 

（1）競技は、特に定められた競技を除き、すべて倶楽部所定のハンディキャップの下で行うものとする。 

（2）当倶楽部ハンディキャップにより A・B両クラスの区分は、次の通り定める。 

A クラス +3～9   B クラス  10～36 ※競技参加人数により変動する場合がございます。 

 

2. 競技の申込み及び参加人数 

（1）競技参加者の申し込みの締切期限について、予選のある競技は競技予定日の 7日前の正午とし 

予選のない競技は、競技予定日の 2日前の正午とする。 

但し、委員の承認によって、参加を認めることもある。 

（2）競技参加者は、競技参加予定時刻 30分前までに、競技参加名簿に記入しなければならない。 

（3）月例杯において、A・B両クラスのいずれかが出場 8名に満たない場合は合体競技では行わず 

参加人数の割合でＡ・Ｂクラスを定め、スタート前にその旨を各選手に告知する。 

 

3. 競技方法 

（1）全競技会のスコア提出は、カートに備え付きのナビへのスコア入力とする。 

ホールアウト後、出力したスコア内容を確認し、マーカー署名を記入して、提出しなければならない。 

（2）競技は通常 3人組または 4人組にて行い、その組のハンディキャップの合計は、下記の制限数を越えてはならない。 

≪ 4人組の場合：合計ハンディキャップ 90、 3人組の場合：制限なし ≫ 

（3）女性参加者は、シニア杯・シニア選手権を除く競技会はホワイトティを使用するものとする。 

但し、月例杯においては、ゴールドティを使用する事ができる。 

    尚、シニア杯・シニア選手権の女性参加者はレッドティを使用するものとする。 

（4）シニア杯・シニア選手権の参加資格は満 60歳以上とし、ホワイトティを使用するものとする。 

（5）月例杯に限り、70歳以上の参加者はホワイトティ、75歳以上の参加者及び女性参加者は 

ゴールドティを使用する事ができる。 

（6）予選のある競技会（スクラッチ競技を除く）の参加資格は、ハンディキャップ 20 までとし、21以上の者は、20 として 

参加を認める。但し、倶楽部選手権競技参加のハンディキャップ制限は、18 までとする。 

（7）競技参加者が、所定のスタート時刻に遅れた場合、5分以内にプレーできる状態でスタート地点に到着した時は 

最初のホールに 2打罰付加で参加できる。 

 

4. 順位の決定 

 （1）競技においては「タイ」となった時は、委員が必要と認めた場合、下記条項に従って順位を定めることがある。 

     予選の伴わない競技においてはローハンデ者を優位とし、次に№18ホールからのカウントバックとする。 

 予選のある競技の予選の通過者が「タイ」の場合は、「カウントバック方式」で決定する。決勝で 1位が「タイ」の 

場合、№1ホールでサドンデス方式のプレーオフ（すべてスクラッチ）を行ない、また、2・3位が「タイ」の場合は最終 

ホールからのカウントバック方式により順位を決定する。 

 （2）倶楽部選手権競技のメダリストと、月例杯のベストグロスは年長者優位とする。 

 



5. 練習の取扱い 

 （1）スタート前のコース内での練習は禁止とする。 

 （2）ホールアウト後のパッティンググリーンでの練習ストロークは禁止とする。 

       （本条件の違反の罰は、次のホールに対し 2打罰、最後のホールでの違反はそのホールに対し 2打罰する。） 

 （3）9ホールズ終了後のスタートまでの間のパッティンググリーン上での練習ストロークは可能とする。 

       （アプローチ練習は禁止とする。） 

 

6. 乗用カート及び距離測定器の取扱い 

 （1）競技者は、ラウンド中、指定の乗用カートに乗車することができる。 

 （2）乗用カートに備え付けられてる距離測定機能は使用することができる。 

 （3）競技者が持ち込まれたすべての距離計測器は使用することができる。 

 

7. スロープレーへの罰則 

（1）前の組から 1ホール以上遅れ、且つハーフ 2時間 20分以内にプレーを終了できない組があった場合は、委員会 

がその組の全員にペナルティーを課すことができる。 

罰則は 【1回目：警告、2回目：1打罰、3回目：2打罰】の順として、最終ホールのスコアに罰打を加算する。 

 

8. その他 

（1）競技ラウンド中 9ホール終了後、次のスタートまでの間休憩をとることができる。 

    但し、委員会が進行上特に認めた場合は、続けてプレーすることができる。 

（2）委員は、必要に応じて、臨時ローカルルールを規定することがある。詳細は、その都度、倶楽部内に掲示する。 

（3）委員は、必要に応じて、競技参加者のハンディキャップ資格を制限することがある。 

（4）競技参加料を、右記の通りに定める。予選有：2,200円、予選無：1,100円（税込） 

（5）会員優待券はご利用頂けません。 

（6）本会則及びローカルルールに規定のない事項は、すべて日本ゴルフ協会の規定に基くものとする。 
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